









































































実  1強 成 績
 コ1ノステコールエステルの癒は,移l11直8日目までは'L29mg//i▽F3rweし■1eゴ.ghじgr-
 alnて1,正'常肝の1直κほy等しく,12に1目から拡少し.
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 15日目には正常肝の半分以下に減少した。また総コレステ・一ルに対するコレステ・一ルエステ
 ルの比をみても,担癌状態で減少していた。遊離脂肪酸.トリグリセリド,総燐脂質の値はいずれ
 も移植後続日的に減少傾向を認めた。個々の燐脂質の担癌状態での変化は著明ではないが,Pho-
 spha湿idy1臼じhanolamineについてみると,12,15日目の値がや㌧高く,多少増加
 傾向にあった
 脂肪酸の変化をみると,G18:0(ステアリン酸)は,ミトコンドリアのコレステ・一ルエステ
 ル分画を除ぐ他の分画で,担癌状態に齢いて増加し,G20:4(アラキ'ドン酸)は,ミクロソーム,
 ミトコンドリアの燐脂質分画で増加していたが,例外も尋}づて全体として増加傾向は認められなか
 づた。e田:2(リノール酸)は,上清のコレステ・一ルエステル分画,ミク・ゾームの燐脂質分画
 では増加レていたが,その他の分画ではいずれも減少の傾向にあづた。その他の脂肪酸については
 はっきりした傾向は認められなかった。
 Aceじabe-1殖Cの脂肪酸へのとり込みを検討した成績は次の通りで語づた。肝の上清,一'Aca」
 ヒaし健ue,∬DP-Mg壇をIncubabionmed.iumとした場合,正常肝と担癌肝とでは,
 夫々0.禿4mμmO,1g(以下単位略),α15であり,さらにミトコンドリアを加えた系ては,正
 常と担癌のとり込みは,夫々0.12,0.15で差は認められなかった。またクエン酸を加えると正
 常では・.66,鵬で幽Mで担癌で約2.倍のとり込みがみら麺。
 次に肝の上甑Aceじaじ9-1些G,ATP,COA,NAD,NADPなどカ・ら成るM岨ium系で,基
 質の脂肪酸へのとり込みをみると,正常ロ.16,担癌0.40であった。この系だミトコンドリアを
 加えた場合,正常0.24,担癌D.ろ7であり,またクエン酸を添加した場合は,正常2.0ロ,担癌
 1、7日でクエン酸添加に対する反応が担癌肝上清でや、低かった。
結 語
 以上の成績から,エールリッヒ腹水癌移植マウス肝のコレステロールエステル,トリグリセリド,
 遊離脂肪酸,燐脂質は担癌により減少して来ることを認わた。
 担癌状態に諭ける個々の燐脂質は,総体的にみて大きな変化を示さないが,PhO8Phaじidyl
 ethano13m■neがや㌧増加傾向にあった。
 担癌状態の脂肪敵構成の変化では,多少の例外はあるが,各脂質にかいて018:0の増加,
 018ンの減少が認められた。
 マウス1}F上清κお・けるAcoじaじeJ4eの脂肪彫1へのとり込みはMed・iumにより1差はあるが,
 担癌状態で亢進する傾向が認められた。
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 審査結果の要旨
 脹質は,最近の細1廻化学の発展によって,重要な膜構成成分の一つであることが知られるなど,
 細胞本:来の穣能に対して関一与するところが極めて大であり,また,代謝調節の画からも,種々の酵
 素反応や免疫反応に関与することが知られてきた。しかしながら,癌の領域では,脂質代謝に関す
 る研究は断片的であり,殊に担癌生体の面からの研究は少ない。
 そこで,著者は,狙癌体の病態生理を把握し,臨床上癌患者の栄養管理や癌化学療法上の示唆を
 得る目をもって,担癌体肝の脂質代謝変異を検討した。
 すなわち,エールリッヒ腹水癌移植マウス肝を用い,肝トリグリセリド,遊離脂肪酸,コレステ
 ・一ル並びに燐脂質を測定すると共に,各脂質の脂肪酸構成,燐脂質の分析,肝の脂肪酸合成能に
 ついて杉謝を加えた成績を報告している。
 これらの実験結果は,次の如く総括されている。すなわち・まず・正常肝の脂肪酸構成を遜ると・
 e朽,は,誓ヒステロールエステルに多く・G田は,燐脂質・コレステ・一ルエステル・トリグリ
 セド+NEFAの順に多く,C1831はトリグリセド+NEFAに多く,C18:2もトリグリセド+湘EFA
 に多い,これに対して,エ～ルリツヒ腹水癌移植後6日目の脂肪酸構成を検討すると,正常肝の脂
 肪.酸芥ターグが,ほとんどそのま、保たれているが,12日目,18日目をみると,次第にこれ
 からずれてゆくのが認められた。
 また,この担癌マウス肝の脂肪蝦の経口的変化をみると,CI8は,ミトコンドリアのコレステロ
 ールエステル面分を除く他のすべて¢)画分て増加し,01砥2は・上清のコレステ・一ル・エステ
 面分,ミク・ゾームの燐脂質面分では増加しているが,その他の画分ではいずれも減少の傾向にあ
 った。e無尉は,ミトコンドリア,ミクτコゾームの燐脂質画分で増加していたが,例外もあり,
 全体として増加傾向は著名でなかった。
 また,この抱癖マウス肝の脂質の経日的変動をみると,NEFA,燐脂質は漸時…減少し,総コレス、
 テ・一ルエ玖テル比も減少傾向にあった。
 かつ,各々の燐信圏では]PhO6phaUd.y'ユe七hanolamine'がやや増加し,,また,
 Ace七a七e14Gの脂肪酸へのとり込みは,や』担癌状態に沿いて亢進を示す結果を得た。
 これらの成績は,すべて脂質代謝と云っても多岐にわたってむり,それぞ塾の意義に関しては・
 今後¢)検討を必要とするものが多い。しかしながら,脂填代謝の面から,担癌体の病態生理,殊に
 担癌肝の病皇覇1甥に貞藏しているところが大きい。よって,本論文は,学位授一与に値するものと認
 められる。
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